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13 ：40 ～ 14：25　〈セッション１：今、私が興
味を持っている研究・実践活動〉
　　松本高明（国士舘大学　教授）
　　須永美歌子（日本体育大学　准教授）
　　八木ありさ（日本女子体育大学　教授）
14：25 ～ 14：45　ブレイク
14：45 ～ 17：00　フリーディスカッション・講評
領域① 「競技力向上・コーチングに関する研究
課題」
　　　　 司会：渡邊和久（国士舘）、田中悠士郎
（国士舘）
　　　　 計時：相前有哉（国士舘）
　　　　 スティミュレーター：松本高明教授、伊
藤雅充准教授、小海隆樹准教授
領域② 「健康・スポーツの医科学分野に関する
研究課題」
　　　　 司会：先場瞬（日体）、蔦木新（日体）
　　　　 計時：鹿野晶子（日体）
　　　　 スティミュレーター：須永美歌子准教授、
須藤明治教授、夏井裕明教授
領域③ 「スポーツ・舞踊の文化と教育及びマネ
ジメントに関する研究課題」
　　　　 司会：八丁茉莉佳（日女体）、佐宗成美
（日女体）
　　　　 計時：杉谷美香（日女体）
　　　　 スティミュレーター：八木ありさ教授、
池田延行教授、近藤智靖准教授
17：00　閉会（各領域で閉会）
所属（所属欧文）
通　信
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今年度の体育・スポーツ科学関連三大学院連携
事業は、「体育・スポーツ科学研究の視点を広げ
論点を集める」というテーマのもと日本女子体育
大学で開催された。これまで三大学院連携事業は、
各大学の教員および院生が中心となり、日頃の研
究や活動の成果について情報交換を行い、それを
発信するという場となってきた。今大会もその流
れが継承されつつ、大学院生がそれぞれの問題意
識や研究・実践活動を発表し、これまで気づかな
かった視点や論点が発見できる場になることが狙
いとされた。
＜セッション１＞では「今、私が興味を持って
いる研究・実践活動」と題して各大学の教員が発
表を行った。本学からは松本高明教授が「研究を
実践に生かすために」というテーマで発表をした。
その中では、新型水着の研究や腰痛予防のための
体幹における筋力トレーニングの研究事例を挙
げ、競技力向上のためのスポーツ医学の研究がど
のように現場で応用されているのかについて述べ
られた。また、日本体育大学の須永美歌子准教授
は「月経周期を考慮したコンディショニング法の
開発」、日本女子体育大学の八木ありさ教授は「気
分と色名記述の変化に見る大学生を対象としたダ
ンス活動の効果」といったテーマでそれぞれ発表
を行った。このセッションを通じて参加者は、他
分野の研究動向を知ることができ研究の視野を広
げられたことであろう。さらに発表者からの研究
に対する熱いメッセージを受け取ることができ、
今後の研究の大きな動機づけになったと考えられ
る。
＜セッション２＞では、領域①「競技力向上・
コーチングに関する研究課題」、領域②「健康・
スポーツの医科学分野に関する研究課題」、領域
③「スポーツ・舞踊の文化と教育及びマネジメン
トに関する研究課題」の３つの領域に分かれ、院
生が自らの研究活動について短時間で報告をし、
それをもとに院生同士のディスカッションやス
ティミュレーターの教員による講評が行われた。
領域①「競技力向上・コーチングに関する研究課
題」では、本学の院生が司会と計時を務めつつ幅
広いテーマでの発表と活発な議論が行われた。発
表の主なテーマとしては、アクションリサーチを
用いたコーチングの研究、ワーキングメモリや自
律訓練法等の心理・生理的立場からの研究、ある
いは競技者の体力特性や動作分析に関わる研究と
いった競技力向上やコーチングに関わる幅広い
テーマであった。院生の発表後は、フロアでいく
つかのグループに分かれてディスカッションが行
われ、院生同士が発表を聞いて印象に残った内容
や自分の研究に参考になったもの等について議論
が行われた。セッションの最後には、スティミュ
レーターである松本高明教授（国士舘）、伊藤雅
充准教授（日体）、小海隆樹准教授（日女体）か
らそれぞれ講評が述べられ終了となった。他の領
域においても、領域①と同様に院生の発表の後、
参加者全体でのディスカッションとスティミュ
レーターの教員による講評がなされ本大会も盛況
のうちに終了となった。特に今大会は発表を行う
院生の数が多かったことから、大会の狙いとする
新しい視点や論点がより各院生に感じ取られた大
会になったのではないだろうか。これをきっかけ
にしてさらに三大学院での交流が盛んになること
を期待したい。次回の 12 回大会は、本学で行わ
れる予定である。
セッション２の領域①で司会と時計を行う本学院生
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